





































































































































































































































































































































































































(2) 視聴覚室のブース利用時聞を、 20分延長し4月 1日より平日午前10時~午後3時50分とした。
6. r生誕150年記念大隈重信展」開催
乙のたびの展覧会は「大隈重信展Jのいわば「決定版」とし、その資料を図録lとおさめて刊行する乙ととした。都
内はもちろん大隈の生誕地佐賀Ir:も調査のため赴いたりして準備を重ねた。その結果、展示した資料総数は424点に
のぼった。
大限重信をめぐる資料が、乙れだけ一堂Ir:集められたのは初めてといってよいであろう。筆を執らなかった大限の
極めて珍しい自筆の資料や、新たに発見された大隈邸の着色写真帳などが展示され人目を惹いた。
乙れらの出陳資料を『図録・大隈重信J(A4 判変形・ 202ぺ-~)におさめて刊行し、来観者Ir.頒布し好評を博し
Tこ。
展覧会は、昭和63年10月21日(金)より26日(水)までの6日間、小田急百貨庖新宿本庖1階グランドギャラリー
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Ir.於いて行われた。また、会期中の22日より25日までは記念講演会も会場l乙て催され盛況であった。 6日間の総入場
者数は5，795名にのぼった。
また、乙の本展示l乙先だち、学内での小展示会も開催された。なお展覧会は、大学主催であり、図書館が事務局と
なり実施された。
7. r幕末・明治のメディア展」私立大学図書館協会賞を受賞
7月27日、第49回私立大学図書館協会総大会で「昭和62年度私立大学図書館協会賞Jを受賞した。
乙れは62年10月...1月(名古屋)、 1月....12月(東京)で開催した「幕末・明治のメディア展JIr.対して、同展が
極めて好評であり、多数の来観者をえて成功裡Ir.終わった乙とと、その企画・実施および図録の編纂刊行を館員カi行っ
たととに対してその業績が認められたととによる・ものである。
8. r早稲田大学図書館史』編集作業の進展
昭和60年12月に発足した本委員会は、今年度で満3年を経過した乙とになり、編集作業は最終段階Ir.入った。本書
は年誌編と資料編で構成される乙とになるが、本年度はとの両編について、最終案の作成l乙取り組んだ。年誌編は第
5案を作成、図書館106年の歩みを年表lとしてまとめた。資料編は、各項目別に収集じた資料の整理lζ入り、加除修
正を施した。 9月上旬には2泊3日の合宿を行い、乙の両作業を進展させた。
9. r館蔵資料解説図録』のリスト編成
検図書館員ひとり一冊解題を"を標語Ir.始まった編耳の作業は62年秋l乙、図録に収蔵する候補資料として300点を
越えるワーキング・シートが各グループ (5....8人で、 1グループ、分野別1r.21グループ延べ139人)から出された。
目下、そのワーキングシートをもとに、追加されるべき候補資料を加え、広い範囲で項目ととのリスト編成にかかっ
ている。今後は、各グループと相談しながら、解説対象資料選定一解説執筆一図録原稿選定一校閲一編集作業、と一
連の作業が予定されている。
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